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産大帯広畜Ｍ 学の取り組み
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帯広畜産大学は農場から食卓までの「食の安全確保」に係わるグローバル人材の育成に

創立７０周年記念事業
本学は，昭和１６年に軍馬の獣医を養成する帯広高等獣医学校として創立されて
から，７０年を迎え，平成２３年１０月８日に「創立７０周年記念式典・記念祝賀会」を開催
しました。記念式典は，最初に，東日本大震災の被災者に対して黙祷を捧げたの

　

，
ち，長淫秀行学長の式辞，文部科学省大臣官房審議官，帯広市長，北海道大学総長 ・ｒ
の祝辞があり，続いて，祝電披露，本学マンドリンサークルによる道遥歌の演奏，

　

．

　

．

長洋学長による大学紹介がありました。
記念祝賀会の前に，帯広畜産大学同窓会長から，創立７０周年記念会館の「道遥

　

＊※

舎」の引渡し式があり，続いて，道遥舎の前での鏡開きにより，和やかに祝宴が行

われ，当日は，晴天にも恵まれ，地元企業，同窓生や教職員など４００名が参加して， 滋を轟
盛大に行われました。また，平成２３年１０月６日には，本学同窓生でもある，福島県飯

舘村村長

　

菅野典雄氏が「までいが日本を救う？－「お金の世界」から「いのちの も〆、，
世界」へ－」の講演会が，１０月７日には，旭山動物園長

　

坂東元氏が「伝えるのは命の

　

●

　

－．・

輝き」の講演会があり，両日とも，多くの学生・教職員，同窓生，一般市民が参加し， 函瀞
講演の後，大きな拍手をもって終了しました。

帯広－」１（Ａ協力隊連携事業（バラグァィ）開始…

本学と」１（Ａは，平成２４年度から６年間，在校生及び卒業生を青年

海外協力隊員として南米パラグアイ国に派遣して酪農技術の向
上支援を行うこととなりました。その間派遣する隊員数は、長期

隊員（派遣期間約２年間），短期隊員（派遣期間約２カ月）合わせて
３７名程度で，長期と短期を組み合わせたボランティア派遣事業

は，我が国で初めての

取り組みです。この事

業等を通じて学生を積
極的に海外に派遣する
ことにより，世界の畜

産衛生フィールドで活

躍できる国際専門職業
人（グローバル人材）の

育成に努めていきま

す。

第１回畜大ふれあいフェスティバル開催

　

平成２３年１２月３日，帯広駅前の「とかちプラザ」において，第「回

畜大ふれあいフェスティバルを帯広市教育委員会，斜＝路工業高等

専門学校との共催で開催しました。長浬学長から，「帯広畜産大

学におけるグローバル人材の育成」と題した講演があり，十勝管

内の高校理科クラブの研究成果発表と，帯広畜産大学の学生
サークルの活動報告が行われました。展示・体験会場では，動物

の骨格標本，搾乳体験などの展示や，牛乳とうふ作りのほか，釧

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶりでした。

北海道大学との「共同獣医学課程↓開始
平成２３年１０月８日，北海道大学と平成２４年４月から開始する
「共同獣医学課程」の編成及び実施についての協定書に調印しま

した。この「共同獣医学課程」の目的は，社会のニーズに対応した

質の高い獣医学教育を実現するとともに，それぞれの優位な教

育資源を結集して共同で魅力ある教育研究・人材育成を行い，国

際通用性のある獣医学教育の充実を目指しています。「共同獣医

学課程」の学生は，入学

　

＼

　　

「
，
■ ト；キトミキナー．緊璽 『

を許可された大学に本
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籍を置きますが，今年

　

度から双方の大学の講

義や実習が受けられる
ようになり，学位記も，
両大学の連名で行うこ

ととなりました。
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学生による東日本大震災支援

　

本学は，帯広信用金庫と連携して，平成２３年目月３日に開催さ

れた「２０１１ふるさと名取秋まつり～復興祭～」（宮城県名取市）へ

学生ボランティア団ｎ名（うち学生７名）を派遣して支援活動を

行いました。全学農畜産実習等授業で学生達が育てたジャガイ

モ，豚肉，小豆などを持ち込んでクリームシチュー，カレーライ

ス′お２すぎ雛麦繁熟睡塵三塁
も恵まぉ不発ラ；悪綴喜デｒ，１，隊には長妻薬篭禦誓不義蟻キー
用意した食糧毒挙盗
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帯広市文化スポーツ振興財団と連携協定締結

平成２４年３月３０日，財団法人帯広市文化スポーツ振興財団と文

化やスポーツを通じた社会貢献や振興に寄与することを目的と

して，連携協定を締結しました。この協定の目的は，文化・スポー

ツ又はボランティア活動を通じて協調性や社会性を酒養し，「社

会に貢献する人材を育てる」という大学の使命を連携して実現

義務球審墓参畿畜産大学‐帯広市文化スポ
援，施設の相互利用や

連携共同事業を行うこ
とにより，地域の文化・

スポーツの普及及び振

興を目指します。

課外活動等で本学学生大活躍‐ 帯広市まちづくりデザイン賞
平成２３年ｎ月２６日から釧路アイスアリーナで開催された『第

１５回大学女子アイスホッケー大会』で，女子アイスホッケー部が

準優勝，１２月９日から「カールプレツクスおびひろ（帯広市）」で開

催された『第２回全日本大学カーリング選手権大会』で，男子

カーリング部が優勝を果たしました。また，平成２４年２月２９日～３

月２日に東京食肉市場

で開催
↓馨
れ
料た三宅
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　　対抗部門で本学が初優

　

，〆
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対抗部門で本学が初優
勝に輝き，個人でも４人

が上位入賞を果しまし，
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本学は，第７回帯広市まち作りデザイン賞（まち創り部門）を受

賞し，平成２３年１０月２７日帯広市役所において表彰状と記念の盾
が授与されました。この賞は，帯広市の風土と調和した優れたデ

ザインの建築物やまち創りに関する活動を行う団体・個人を広

く募集して表彰するもので，帯広市都市環境デザイン委員会で
選考・現地視察の結果，本学が受賞したものです。本学は「地域に

ひらかれた親しみの持てる

１系基盤誘お１離婚蔓－－
各施設のデザイン・色彩の連続

性や，各種サインの統－感，開

放的な正門などが高く評価さ
れ，今回の受賞となりました。

二

　　

言
家畜防疫に関する研究・教育・実務を担う
「家畜防疫研究室」を設置
平成２３年４月，家畜防疫に関する応用研究を推進し，実践教育に

よる人材育成を行い，家畜生産および食の安全確保，そして地域

の課題解決に寄与することを目的として，畜産フィールド科学セ

ンターに『家畜防疫研究室』を設置しました。来学者，教員・学生等

帯広畜産大学同窓会が，創立７０周年記念「同窓会館」建設事業
として取り組まれた会館が完成し，平成２３年１０月８日大学に引き

渡されました。同会館の名称は，同窓生へ公募し，「道遥舎」と決

まりました。この建物は，木造平屋約８０平方メートルの角ログハ

　　　

　

　　

　 　馨Ｌ｛
１
，を
』

　　　　　 　窓生，教職員・学生

の交流の場として

利用されています。

道遥舎が完成

り

、

　

に対する農場訪問時の防疫強化と海外渡航時の注意喚起リーフ
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学長からのメッセーソ

知の創造と実践によって

実学の学風を発展させ，
「食を支え、くらしを守る」

人材の育成を通じて，
地域および国際社会へ貢献する。
（第二期中期目標計画に掲げた本学のミッション）

帯広畜産大学長 長浬

　

秀行

本学は，生命，食料，環境をテーマに農学，畜産科学，獣医学に関する教育研究を推進する我が国唯一の国立農学系

単科大学です。

　

「農と食」を支える農学，畜産科学，獣医学は，いずれも実学を重視した学術分野であり，知の創造と実践は，人々の生

活に根ざしたものでなければなりません。自然を相手に営む産業である「農業」と私たちの健康の源となる「食料」

に係る諸課題は，必然的に，現代社会が抱えている地球規模課題である気候変動，食料安全保障，環境問題，エネル

ギー問題，感染症などと密接に関連します。従って，これらの地球規模課題の解決には，農業を支える農学分野の学術

貢献が必須となります。また，以前には愛玩動物やペットと呼ばれていた動物たちが，今では私たちの生活に密接に

係わる伴侶動物，あるいはコンパニオンアニマルと呼ばれるようになり，心の健康を保つ重要な仲間と認識されるよ

うになりました。従って，本学のミッションである「食を支え，くらしを守る」人材はグローバル人材であり，その育成は

国立大学法人として重要な責務です。

　

グローバル化した現代社会の流れは速く，既成の概念、常識、価値観では対応できない事柄が多く存在します。今，
新たな価値観の創出と社会システムの変革が求められており，そのためには，社会の変化に対応しうる，広い視野を

持った，科学的根拠に基づく学術貢献が重要でありこのことを理解し実行できる「グローバル人材」が必要です。

　

本学は，以下の４つのビジョンに基づきグローバル人材の育成を推進します。

１．恵まれた自然環境を活かしつつ．潤いと活気があり，豊かな人間性を醸成できるような「学びあいのコミュニティ」を創出する。

２．獣医・農畜産融合の視点から，幅広い見識と国際性を有し，実践力のある人材の育成を目指す。

３．生命・食料・環境の分野に関し，地球規模課題の解決に向けて，トップレベルの学術研究拠点となることを目指す。

４．創造的，学際的な実学研究の成果を社会に還元して，地域および国際社会の持続的発展に貢献する。

帯広畜産大学広報室
〒ｏ８０‐８５５５北海道帯広市稲田町西２線１１番地

　

ＴＥＬ．（０１５５）４９‐５２２８／ＦＡＸ．（０１５５）４９‐５２２９

帯広畜産大学の概要
大学の沿革
昭和１６年４月

昭和２４年５月

平成１６年４月

役員・教職員数
役

　　　　　　

員

教

　　　　　　

員

事務・技術等職員
合

　　　　

計

帯広高等獣医学校
帯広畜産大学
国立大学法人帯広畜産大学
畜産学部（獣医学課程畜産科学課程）

大学院畜産学研究科（修士課程，博士前期・後期課程）

※平成２４年５月１日現在、（）は非常勤で内数

　

６

　

（３）

１２２

９６

２２４

　

（３）

９

　

８

４９

２０

男

　

５

３０

　　　　　

７

　　　　　

３７

学生数

学

　

部

大学院 （修士・博士前期）

（博士後期）

５５９

５０

１２

※平成２４年５月１日現在

女

　　　　　　

計　

１１５７

９９

３２

合

　

計

留学生数

２１カ国から

※平成２４年５月１日現在

女

　　　　　　

計　

７５

匝罰 ｋｏｕｈｏｕ＠ｏｂｉｈｉｒｏ．ａ（．」Ｐ


